














McLelland と Welker（2015）は、男性同士の恋愛や性関係を巡る BL のストーリーに焦点を当
て、主人公二人は同性愛者ではないことを明らかにしている。つまり、BL はゲイ漫画ではな
いということになる。このジャンルのファンは、主に「腐女子」と呼ばれる異性愛の女性だ






Welker 2015）が、本稿において筆者は BL がファンタジーにすぎないのかどうかを問いたい。
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が、精神的には女性のようなふるまいが再現されているというわけだ。「雌雄同体」（McLel-

















者に対する影響を考察する上で、長年 BL を読む異性愛女性の H 氏と出会った。H 氏のイン
タビューの内容を検討することで、BL に関する新しい変化を見ることができるのではないか
と考える。







持ち、そこからネットで色々調べ LGBT のことを認識した。すなわち、BL というポピュラー
文化の衝撃を受けることによって、H 氏がこれまで保持してきた信念が揺らぐこととなった。











望んでいる」（プラメスワリ 2019 : 283）と述べており、アジアの他の国でも、異性愛女性の
ファンタジーとして認識されている BL が、現実社会にも強く関わっている可能性があること
を明らかにした。
3.2 日本のドラマにおける BL への注目





















しも LGBT に触れるとは限らないが、少しずつ LGBT に対する印象は変化していくかもしれ
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